
JP 2014-517796 A 2014.7.24

10

(57)【要約】
エレベータ装置は、２つ以上の昇降路を含む。１つまた
は複数のエレベータかごが上記２つ以上の昇降路のうち
の第１の昇降路に配置されており、上記２つ以上の昇降
路のうちの第２の昇降路に移動可能である。エレベータ
装置は、さらに、１つまたは複数のエレベータかご移送
機構を含み、エレベータかご移送機構は、上記１つまた
は複数のエレベータかごのうちの１つのエレベータかご
を受け入れる移送ケージと、第１の昇降路から第２の昇
降路まで延在する１つまたは複数の移送レールと、を備
える。移送ケージは、上記１つまたは複数の移送レール
に連結されており、上記１つまたは複数の移送レールに
沿った移送ケージの移動によって移送ケージに受け入れ
られたエレベータかごを第１の昇降路から第２の昇降路
に移送するように設けられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つ以上の昇降路と、
　前記２つ以上の昇降路のうちの第１の昇降路に配置されるとともに、前記２つ以上の昇
降路のうちの第２の昇降路に移動可能な１つまたは複数のエレベータかごと、
　１つまたは複数のエレベータかご移送機構と、を有し、エレベータかご移送機構は、
　　前記１つまたは複数のエレベータかごを受け入れ可能な移送ケージと、
　　第１の昇降路から第２の昇降路まで延在する１つまたは複数の移送レールと、を備え
、移送ケージは、前記１つまたは複数の移送レールに取り付けられており、前記１つまた
は複数の移送レールに沿った移送ケージの移動によって、移送ケージに受け入れられたエ
レベータかごを第１の昇降路から第２の昇降路に移送するように設けられていることを特
徴とするエレベータ装置。
【請求項２】
　移送ケージを前記１つまたは複数の移送レールに連結する１つまたは複数のローラをさ
らに有することを特徴とする請求項１に記載のエレベータ装置。
【請求項３】
　移送ケージは、前記１つまたは複数のエレベータかごを移送ケージ内に案内するために
、第１の昇降路内に配置された１つまたは複数のエレベータかごガイドと実質的に整列可
能な１つまたは複数のケージレールを含むことを特徴とする請求項１に記載のエレベータ
装置。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のエレベータかごを移送ケージ内に保持するために、前記１つまた
は複数のケージレールと係合可能にエレベータかごの近傍に設けられたロック機構をさら
に有することを特徴とする請求項３に記載のエレベータ装置。
【請求項５】
　移送ケージは、２つ以上のエレベータかごが受け入れ可能であることを特徴とする請求
項１に記載のエレベータ装置。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のエレベータかご移送機構は、前記２つ以上の昇降路の頂部または
底部の少なくとも一方に配置されていることを特徴とする請求項１に記載のエレベータ装
置。
【請求項７】
　前記２つ以上の昇降路の頂部と底部の間に配置された１つまたは複数の中間エレベータ
かご移送機構をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のエレベータ装置。
【請求項８】
　少なくとも１つのエレベータかごを受け入れ可能な移送ケージと、
　第１のエレベータ装置昇降路から第２のエレベータ装置昇降路まで延在するとともに、
移送ケージに動作可能に連結された１つまたは複数の移送レールと、を有し、
　移送ケージに受け入れられた前記少なくとも１つのエレベータかごの移送は、前記１つ
または複数の移送レールに沿った第１のエレベータ装置昇降路から第２のエレベータ装置
昇降路への移送ケージの移動によって達成されることを特徴とするエレベータかご移送機
構。
【請求項９】
　移送ケージを前記１つまたは複数の移送レールに連結する１つまたは複数のローラをさ
らに有することを特徴とする請求項８に記載のエレベータかご移送機構。
【請求項１０】
　移送ケージは、前記少なくとも１つのエレベータかごを移送ケージ内に案内するために
、第１のエレベータ装置昇降路内に配置された１つまたは複数のエレベータかごガイドと
実質的に整列可能な１つまたは複数のケージレールを含むことを特徴とする請求項８に記
載のエレベータかご移送機構。
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【請求項１１】
　移送ケージは、２つ以上のエレベータかごが受け入れ可能であることを特徴とする請求
項８に記載のエレベータかご移送機構。
【請求項１２】
　エレベータかご移送機構は、第１のエレベータ装置昇降路または第２のエレベータ装置
昇降路の頂部または底部の少なくとも一方に配置されていることを特徴とする請求項８に
記載のエレベータかご移送機構。
【請求項１３】
　１つまたは複数のエレベータかごを、第１の昇降路に沿って第１の方向で実質的に垂直
に移動し、
　前記１つまたは複数のエレベータかごのうちの１つのエレベータかごを、第１の昇降路
と実質的に整列した移送ケージ内に移動し、
　前記１つのエレベータかごと移送ケージを、第１の昇降路から第２の昇降路まで延在す
る移送レールに沿って実質的に水平に移送し、
　前記１つのエレベータかごを、第２の昇降路に沿って第２の方向で実質的に垂直に移動
することを特徴とするエレベータ装置の運転方法。
【請求項１４】
　前記１つのエレベータかごを、第１の昇降路と実質的に整列した移送ケージ内に移動す
ることは、
　前記１つのエレベータかごを第１の昇降路内に配置された１つまたは複数のエレベータ
かごガイドに沿って移動し、
　前記１つのエレベータかごを前記１つまたは複数のエレベータかごガイドから移送ケー
ジの１つまたは複数の移送レールに移動することをさらに含み、前記１つまたは複数の移
送レールは、前記１つまたは複数のエレベータかごガイドと実質的に整列していることを
特徴とする請求項１３に記載のエレベータ装置の運転方法。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の移送レールにロック機構を適用することによってエレベータかご
を移送ケージ内に保持することをさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のエレベ
ータ装置の運転方法。
【請求項１６】
　第１の方向は、実質的に第２の方向の反対であることを特徴とする請求項１３に記載の
エレベータ装置の運転方法。
【請求項１７】
　少なくとも３つの昇降路と、
　前記少なくとも３つの昇降路に配置された複数のエレベータかごと、
　エレベータかご移送機構と、を有し、エレベータかご移送機構は、
　　前記複数のエレベータかごのうちの１つのエレベータかごを受け入れ可能な移送ケー
ジと、
　　前記少なくとも３つの昇降路のうちの第１の昇降路から前記少なくとも３つの昇降路
のうちの第２の昇降路まで延在する１つまたは複数の移送レールと、を含み、移送ケージ
は、前記１つまたは複数の移送レールに連結されているとともに、前記複数のエレベータ
かごのうちの移送ケージに受け入れられた１つのエレベータかごを、前記１つまたは複数
の移送レールに沿った移送ケージの移動によって第１の昇降路から第２の昇降路に移送す
るように設けられており、
　前記少なくとも３つの昇降路のうちの１つまたは複数の昇降路におけるエレベータかご
移動方向は第１の方向であり、前記少なくとも３つの昇降路のうちの１つまたは複数の昇
降路におけるエレベータかご移動方向は第２の方向であることを特徴とするエレベータ装
置。
【請求項１８】
　第１の方向は、実質的に第２の方向の反対であることを特徴とする請求項１７に記載の
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エレベータ装置。
【請求項１９】
　１つまたは複数の外側の昇降路のエレベータかごが第１の方向に移動し、１つまたは複
数の内側の昇降路のエレベータかごが第２の方向に移動することを特徴とする請求項１７
に記載のエレベータ装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも３つの昇降路におけるエレベータかごの移動方向は、反転可能であるこ
とを特徴とする請求項１７に記載のエレベータ装置。
【請求項２１】
　移送ケージは、エレベータかごを移送ケージ内に案内するために、前記少なくとも３つ
の昇降路内に配置された１つまたは複数のエレベータかごガイドと実質的に整列可能な１
つまたは複数のケージレールを含むことを特徴とする請求項１７に記載のエレベータ装置
。
【請求項２２】
　エレベータかごを移送ケージ内に保持するために、前記１つまたは複数のケージレール
と係合可能にエレベータかごの近傍に設けられたロック機構をさらに含むことを特徴とす
る請求項２１に記載のエレベータ装置。
【請求項２３】
　移送ケージは、２つ以上のエレベータかごが受け入れ可能であることを特徴とする請求
項１７に記載のエレベータ装置。
【請求項２４】
　エレベータかご移送機構は、前記少なくとも３つの昇降路の頂部または底部の少なくと
も一方に設けられていることを特徴とする請求項１７に記載のエレベータ装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも３つの昇降路の頂部と底部の間に配置された１つまたは複数の中間エレ
ベータかご移送機構をさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載のエレベータ装置。
【請求項２６】
　２つ以上の昇降路と、
　前記２つ以上の昇降路に配置された１つまたは複数の独立して制御されるエレベータか
ごと、
　前記１つまたは複数のエレベータかごのうちの１つのエレベータかごを前記２つ以上の
昇降路のうちの第１の昇降路から前記２つ以上の昇降路のうちの第２の昇降路に移動させ
る２つ以上の横方向移送機構と、を有し、
　前記２つ以上の昇降路におけるエレベータかごの移動方向は、昇降路内の全てのエレベ
ータかごについて同じであることを特徴とするエレベータ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレベータ装置に関し、より具体的には循環式エレベータ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特に高層の建造物および／または乗客交通量が多い建造物では、エレベータ装置が建造
物内で運行するために使用する空間を減少させるとともに／または装置全体にわたるエレ
ベータかごおよび乗客の流れを増加させるためにエレベータ装置の種々の設置法が利用さ
れている。いくつかの装置では、建造物の低層階において運行する第１のエレベータかご
が昇降路を上昇し、建造物の上層階において運行する隣接する昇降路の第２のエレベータ
かごと並んだ位置で停車する。上層階に行くには、乗客は横に並んだかごの間を歩いて、
第１のかごから第２のかごに乗り換え、第２のかごが隣接する昇降路を上昇する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　他の装置では、かご枠構造体内で昇降路に沿って移動するエレベータかごと共に隣接す
る昇降路が利用される。第１のかご枠が、建造物の低層階において第１の昇降路内で運行
し、第２のかご枠が、建造物の上層階において第２の隣接する昇降路内で運行する。建造
物の上層階に行くには、エレベータかごが第１のかご枠から第２のかご枠に移送され、第
２のかご枠が第２の昇降路を上昇する。しかし、このような装置では、かご枠の間でかご
が移動しているときには、いずれの昇降路のガイドレールにも固定されていない。さらに
、移送時にガイドレールに再度連結する必要性により信頼性に関する懸念が生じる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　エレベータ装置の一実施例は、２つ以上の昇降路を含む。１つまたは複数のエレベータ
かごが上記２つ以上の昇降路のうちの第１の昇降路に配置されており、上記２つ以上の昇
降路のうちの第２の昇降路に移動可能である。エレベータ装置は、さらに、１つまたは複
数のエレベータかご移送機構を含み、エレベータかご移送機構は、上記１つまたは複数の
エレベータかごのうちの１つのエレベータかごを受け入れる移送ケージと、第１の昇降路
から第２の昇降路まで延在する１つまたは複数の移送レールと、を備える。移送ケージは
、上記１つまたは複数の移送レールに連結されており、上記１つまたは複数の移送レール
に沿った移送ケージの移動によって移送ケージに受け入れられたエレベータかごを第１の
昇降路から第２の昇降路に移送するように設けられている。
【０００５】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、移送ケージを上記１つ
または複数の移送レールに連結する１つまたは複数のローラを含む。
【０００６】
　他の実施例では、移送ケージは、追加であるいは代わりに、移送ケージ内に上記１つま
たは複数のエレベータかごを案内するために、第１の昇降路内に設けられた１つまたは複
数のエレベータかごガイドと実質的に整列可能な１つまたは複数のケージレールを含む。
【０００７】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、上記１つまたは複数の
エレベータかごを移送ケージ内に保持するために上記１つまたは複数のケージレールと係
合するようにエレベータかごの近傍に設けられたロック機構を含む。
【０００８】
　他の実施例では、移送ケージは、追加であるいは代わりに、２つ以上のエレベータかご
を受け入れることができる。
【０００９】
　他の実施例では、上記１つまたは複数のエレベータ移送機構は、上記２つ以上の昇降路
の頂部または底部の少なくとも一方に設けられている。
【００１０】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、上記２つ以上の昇降路
の頂部と底部の間に設けられた１つまたは複数の中間エレベータかご移送機構を含む。
【００１１】
　他の実施例では、エレベータかご移送装置は、少なくとも１つのエレベータかごを受け
入れ可能な移送ケージと、第１のエレベータ装置昇降路から第２のエレベータ装置昇降路
まで延在するとともに移送ケージに動作可能に連結された１つまたは複数の移送レールと
、を含む。移送ケージに受け入れられた少なくとも１つのエレベータかごの移送は、上記
１つまたは複数の移送レールに沿った第１のエレベータ装置昇降路から第２のエレベータ
装置昇降路への移送ケージの移動によって達成される。
【００１２】
　エレベータ装置の運転方法の一実施例は、１つまたは複数のエレベータかごを第１の昇
降路に沿って第１の方向に実質的に垂直に移動し、上記１つまたは複数のエレベータかご
のうちの１つのエレベータかごを第１の昇降路と実質的に整列した移送ケージ内に移動す
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ることを含む。エレベータかごと移送ケージは、第１の昇降路から第２の昇降路まで延在
する移送レールに沿って実質的に水平に移送される。エレベータかごは、第２の昇降路に
沿って第２の方向に実質的に垂直に移動する。
【００１３】
　他の実施例では、第１の昇降路と実質的に整列する移送ケージ内へのエレベータかごの
移動は、追加であるいは代わりに、第１の昇降路内に設けられた１つまたは複数のエレベ
ータかごガイドに沿ってエレベータかごを移動し、エレベータかごを上記１つまたは複数
のエレベータかごガイドから移送ケージの１つまたは複数の移送レールに移動することを
含む。上記１つまたは複数の移送レールは、１つまたは複数のエレベータかごガイドと実
質的に整列している。
【００１４】
　他の実施例では、上記の方法は、追加であるいは代わりに、上記１つまたは複数の移送
レールにロック機構を適用することによってエレベータかごを移送ケージ内に保持するこ
とを含む。
【００１５】
　他の実施例では、上記の方法は、追加であるいは代わりに、第１の方向が実質的に第２
の方向の反対であることを含む。
【００１６】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、少なくとも３つの昇降
路と、これらの少なくとも３つの昇降路に配置された複数のエレベータかごと、を含む。
エレベータ装置は、上記複数のエレベータかごのうちの１つのエレベータかごを受け入れ
可能な移送ケージと、上記少なくとも３つの昇降路のうちの第１の昇降路から上記少なく
とも３つの昇降路のうちの第２の昇降路まで延在する１つまたは複数の移送レールと、を
備えるエレベータかご移送機構をさらに含む。移送ケージは、上記１つまたは複数の移送
レールに連結されており、上記１つまたは複数の移送レールに沿った移送ケージの移動に
よって、移送ケージに受け入れられた上記複数のエレベータかごのうちの１つのエレベー
タかごを第１の昇降路から第２の昇降路に移送するように設けられている。上記少なくと
も３つの昇降路のうちの１つまたは複数の昇降路におけるエレベータかごの移動方向は第
１の方向であり、上記少なくとも３つの昇降路のうちの１つまたは複数の昇降路における
エレベータかごの移動方向は第２の方向である。
【００１７】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、第１の方向が実質的に
第２の方向の反対であることを含む。
【００１８】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、１つまたは複数の外側
の昇降路におけるエレベータかごが第１の方向に移動し、１つまたは複数の内側の昇降路
におけるエレベータかごが第２の方向に移動することを含む。
【００１９】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、上記少なくとも３つの
昇降路におけるエレベータかごの移動方向が反転可能であることを含む。
【００２０】
　他の実施例では、エレベータ装置は、追加であるいは代わりに、２つ以上の昇降路と、
上記２つ以上の昇降路に配置された１つまたは複数の独立して制御されるエレベータかご
を含む。２つ以上の横方向移送機構が、上記１つまたは複数のエレベータかごのうちの１
つのエレベータかごを上記２つ以上の昇降路のうちの第１の昇降路から上記２つ以上の昇
降路のうちの第２の昇降路に移動させる。上記２つ以上の昇降路のうちの１つの昇降路内
におけるエレベータかごの移動方向は、昇降路内の全てのエレベータかごについて同じで
ある。
【００２１】
　上記および他の利点や特徴は、図面と併せて以下の説明を参照することによってより明
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らかとなる。
【００２２】
　本発明は、本明細書の最後の請求項に記載され、明確に請求されている。本発明の上述
およびその他の特徴および利点は、以下に簡単に説明する添付図面と併せて以下の詳細な
説明を参照することで明らかとなる。
【００２３】
　実施形態では、図面を参照して本発明の実施例および利点や特徴部を一例として説明す
る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】エレベータ装置の一実施例の概略説明図である。
【図２】エレベータ装置の移送機構の一実施例の概略説明図である。
【図３Ａ】第１の昇降路から第２の昇降路へのエレベータかごの移送を示す概略説明図で
ある。
【図３Ｂ】第１の昇降路から第２の昇降路へのエレベータかごの移送を示す概略説明図で
ある。
【図３Ｃ】第１の昇降路から第２の昇降路へのエレベータかごの移送を示す概略説明図で
ある。
【図３Ｄ】第１の昇降路から第２の昇降路へのエレベータかごの移送を示す概略説明図で
ある。
【図３Ｅ】第１の昇降路から第２の昇降路へのエレベータかごの移送を示す概略説明図で
ある。
【図４】エレベータ装置におけるエレベータかごの交通の流れを示す概略説明図である。
【図５】エレベータ装置におけるエレベータかごの交通の流れの他の実施例を示す概略説
明図である。
【図６】エレベータ装置の移送機構の他の実施例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１には、循環式エレベータ装置１０の一実施例が示されている。この実施例の装置１
０は、複数のエレベータかご１４が上昇するよう設けられた第１の昇降路１２ａと、複数
のエレベータかご１４が下降するよう設けられた第２の昇降路１２ｂと、の２つの昇降路
１２を含み、エレベータかご１４は、この実施例では内蔵式の独立した駆動装置を備える
自走式エレベータかご１４である。いくつかの実施例では、２つ以上のエレベータかご１
４が各々の昇降路１２に配置されており、装置１０の乗客交通量を増加させている。昇降
路１２の各々の端部には、横方向移送領域１６が設けられている。頂部の横方向移送領域
１６ａが、昇降路１２の頂部に位置し、底部の横方向移送領域１６ｂが昇降路１２の底部
に位置する。横方向移送領域１６では、移送エレベータかご１４は、一方の昇降路１２か
ら他方の昇降路１２に移送され、循環式のパターンで移動するように移動方向が上昇から
下降または下降から上昇に逆転される。例えば、図１に示すように、この実施例では３つ
のエレベータかご１４ａ，１４ｂ，１４ｃが配置されている。３つのエレベータかご１４
が図示されているが、この数は単に例示的なものであり、選択されたあらゆる数のエレベ
ータかご１４を利用することができる。エレベータかご１４ａは、昇降路１２ａを上昇し
ており、その後にエレベータかご１４ｂが続いている。エレベータかご１４ｃは、頂部の
横方向移送領域１６ａを介して昇降路１２ｂに移送された後、下降するように配置されて
おり、エレベータ１４ａ，１４ｂも頂部の横方向移送領域１６ａに達すると同様に移送お
よび配置される。エレベータかご１４ｃが底部の横方向移送領域１６ｂに達すると、エレ
ベータかご１４ｃは、昇降路１２ａに移送されて上昇し、エレベータ１４ａ，１４ｂがこ
れに続く。この実施例では、全てのエレベータかご１４が時計回りに装置１０内を進み、
エレベータかご１４ａは、常にエレベータかご１４ｃに続き、エレベータかご１４ｂは、
常にエレベータかご１４ａに続き、エレベータかご１４ｃは、常にエレベータかご１４ｂ
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に続く。エレベータかご１４ａ，１４ｂ，１４ｃの動きは、いずれのエレベータかご１４
も他のエレベータかご１４を追い越すことができない点を除けば、互いから完全に独立し
ている。
【００２６】
　続いて図２を参照すると、頂部の横方向移送領域１６ａが示されている。図２では、頂
部の横方向移送領域１６ａを示しているが、昇降路１２に沿った位置の他は、底部の横方
向移送領域１６ｂの構造も頂部の横方向移送領域１６ａと実質的に同じである。移送領域
１６ａは、エレベータかご１４を第１の昇降路１２ａから第２の昇降路１２ｂに移送する
ように横方向に移動可能な移送ケージ１８を含む。移送ケージ１８は、例えば、構造ビー
ムの列、立体骨組、または適切な補強材を有する膜などとすることができる。移送ケージ
１８は、２本の垂直なケージレール２０を含み、これらのケージレール２０は、昇降路１
２を通ってエレベータかご１４を垂直に案内するために使用される昇降路レール２２と寸
法がほぼ同じである。ここでは、エレベータかご１４の案内に昇降路レール２２を使用す
るとの説明をしているが、昇降路レール２２の使用は単に例示的であり、エレベータかご
１４を案内する他の手段を利用することもできる。例えば、エレベータかご１４は、一組
の案内ホイール（図示省略）によって昇降路１２に沿って案内することができる。ケージ
レール２０は、昇降路レール２２と整列したときにエレベータかご１４が昇降路レール２
２とケージレール２０の間で滑らかに移動できるように設けられている。エレベータかご
１４が、ケージレール２０に、そして移送ケージ１８内に移動すると、レールブレーキ２
４または他のロック機構がケージレール２０と係合して、移送ケージ１８内でエレベータ
かご１４を定位置に保持する。このレールブレーキ２４は、独立した構成要素であっても
よく、エレベータかご１４の駆動装置の一部であってもよい。移送領域１６ａは、さらに
、１本または複数本の移送レール２６を含み、いくつかの実施例では、実質的に水平な２
本の移送レール２６を含む。移送ケージ１８は、例えば、１つまたは複数のローラ２８に
よって移送レール２６に移動可能に連結され、第１の昇降路１２ａと整列した位置から第
２の昇降路１２ｂと整列した位置まで、また第２の昇降路１２ｂと整列した位置から第１
の昇降路１２ａと整列した位置まで移送領域１６ａ内で移動可能となっている。移送ケー
ジ１８は、例えば、移送ケージ１８に取り付けられた機械（図示省略）によって駆動され
るか、あるいは移送レール２６に沿ってケーブル駆動される。
【００２７】
　図３Ａ～図３Ｅは、頂部の横方向移送領域１６ａを介した第１の昇降路１２ａから第２
の昇降路１２ｂへのエレベータかご１４の移送を示している。第２の昇降路１２ｂから第
１の昇降路１２ａへの移送も、実質的に同じ過程をたどる。図３Ａから説明すると、エレ
ベータかご１４は、第１の昇降路１２ａに沿って上昇して移送ケージ１８に入り、このと
きケージガイド３０が昇降路レール２２からケージレール２０に移動する。図３Ｂに示す
位置では、エレベータかご１４は、完全に移送ケージ１８内にあり、レールブレーキ２４
がエレベータかご１４の垂直移動を防止するように係合している。図３Ｃに示すように、
移送ケージは、移送レール２６に沿って実質的に水平に移動し、図３Ｄに示すように、ケ
ージレール２０が第２の昇降路１２ｂの昇降路レール２２と整列するまで、第２の昇降路
１２ｂに向かって移動し続ける。次に、図３Ｅを参照すると、レールブレーキ２４が解除
され、エレベータかご１４が、移送ケージ１８から第２の昇降路１２ｂ内に垂直方向下向
きに移動可能となっている。
【００２８】
　移送領域１６ａ，１６ｂは、昇降路１２ａ，１２ｂの頂部および底部に実質的に位置す
るように示されているが、これらの位置は単に例示的なものである。移送領域１６は、移
送領域１６ａ，１６ｂに加えて、あるいはこれらの領域の代わりに、昇降路１２に沿った
あらゆる所望の位置に設けることができ、所望の移送位置および循環パターンを有するエ
レベータ装置が得られる。例えば、移送領域１６ａ，１６ｂの間に、昇降路１２の長さに
沿って１つまたは複数の中間移送領域１６があってもよい。中間移送領域１６は、例えば
、昇降路１２の頂部または底部に達する前にエレベータかご１４を他の昇降路１２に移動
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するように、または他のエレベータかご１４の通過を可能にするためにエレベータかご１
４を一時的に昇降路１２の外に移動するために利用することができる。
【００２９】
　３つの昇降路１２を利用する他の装置の例が図４に示されている。この形態は、特に、
ビルのピーク交通が主な方向を有するときに有利である。オフィスビルなどでは、例えば
、午前８時～午前９時の交通は主に上向きであり、午後５時～午後６時の交通は主に下向
きである。図４に示す３つの昇降路を含む形態では、外側の昇降路１２ａ，１２ｂが交通
を上向きに搬送するために利用され、内側の昇降路１２ｃが交通を下向きに搬送するため
に利用される。エレベータかご１４は、移送領域１６ａ，１６ｂにおいて、外側の昇降路
１２ａ，１２ｂと内側の昇降路１２ｃの間で移送される。ダウンピークあるいは主な交通
の流れの方向が下向きの交通状態では、３つの昇降路１２内の移動方向を図５に示すよう
に反転させることができる。図５では、外側の昇降路１２ａ，１２ｂがエレベータかご１
４の下向きの移動専用となっており、内側の昇降路１２ｃがエレベータかご１４の上向き
の移動専用となっている。ピーク時でない運転時間中は、１つの昇降路１２を閉鎖して、
ピーク移動時にのみ第３の昇降路１２を使用するようにすることができる。さらに、交通
が非常に少ない期間中は、単一の昇降路１２のみの利用が望ましい場合がある。このよう
なピークでない時間中は、エレベータかご１４を使用されていない昇降路１２の１つに移
送することによって運行から一時的に外すことができる。さらに、他の実施例では、移送
ケージ１８は、例えば、保守や交換のためにエレベータかご１４を装置１０から昇降路の
外の停車領域に一時的に移動するために利用することもできる。このような実施例では、
昇降路１２または装置１０全体を休止せずにエレベータかご１４の保守を行うことができ
る。
【００３０】
　図６を参照すると、３つ以上の昇降路１２を有する装置１０では、複数のエレベータか
ご１４を同時に移送可能な移送ケージ１８を利用することが望ましい場合がある。例えば
、３つの昇降路１２を有する装置１０は、２つのエレベータかご１４を同時に移送可能な
移送ケージ１８を含みうる。代わりに、移送時間を短縮するために、単一のエレベータか
ご１４をそれぞれ移送可能な複数の移送ケージ１８を同じ一組の移送レール２６に設ける
こともできる。
【００３１】
　ここで説明する移送装置は、効率的でかつ単純なものである。移送ケージ１８が実質的
に水平に移動するため、移送にわたってエレベータかご１４と移送ケージ１８との位置エ
ネルギは変化せず、移送のために必要な動力は小さい。
【００３２】
　本発明を限られた数の実施例に関して詳細に説明したが、本発明は開示された実施例に
限定されるものではない。本発明は、むしろ、上述していないが本発明の範囲と同等のあ
らゆる数の変形、変更、代替物または同等物を含むように改良することができる。さらに
、本発明の種々の実施例を説明したが、本発明の形態は、開示された実施例のいくつかの
みを含みうる。よって、本発明は、上述の実施例によって限定されるものではなく、添付
の請求項の範囲によってのみ限定されるものである。
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